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地中熱利用の農業･陸上養殖への展開



SDGs、電力不足、燃料問題の今こそ熱利用での貢献をアピール
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はじめに

視野を広げて、陸上養殖とハウス園芸、特に、陸上養殖を見てみましょう

魚を養殖するには大量の水が必要とされ、更に、その温度調節が重要

養殖に使用した水（海水）または、熱交換後の地下水は排水

ここで捨てている養殖用水・地下水（海水）の熱を
ヒートポンプの熱源にすることで、温度調節の省エネ

これまで、地中熱は熱源供給が主課題は「熱には熱で」
建築物への地中熱導入に取り組んできました

資料については、版権者の名前をそれぞれの資料に示した。



• 1．陸上養殖について最近学んだこと（1/10）
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• 1．陸上養殖について最近学んだこと（2/10）
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循環式陸上養殖（緑書房）



1．陸上養殖について最近学んだこと（3/10）
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循環式陸上養殖（緑書房）



1．陸上養殖について最近学んだこと（4/10）

養殖魚の種類別生産量および生産金額の割合

日本の魚種生産量と生産額の割合

循環式陸上養殖（緑書房）
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養殖へのイメージの変遷 1/4

２０２２シーフードショー 岡﨑惠美子（東京海洋大）



9

養殖へのイメージの変遷 2/4

２０２２シーフードショー 岡﨑惠美子（東京海洋大）
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養殖へのイメージの変遷 3/4

官能検査のデータは長崎大学の山口教授のデータを図式化したものです

２０２２シーフードショー 岡﨑惠美子（東京海洋大）
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養殖へのイメージの変遷 4/4

２０２２シーフードショー 岡﨑惠美子（東京海洋大）



1．陸上養殖について最近学んだこと(9/10)
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世界の牛肉と養殖魚の年間生産量の推移（循環式） 世界の漁業・養殖業の生産量の推移

循環式陸上養殖（緑書房） 月刊 養殖ビジネス（緑書房）



1．陸上養殖について最近学んだこと（10/10）
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世界のサーモン生産量の推移 原産地（国）別の水産物の品質及び安全性の評価

世界の漁業/養殖業の生産の推移
養殖魚は、生産・品質が安定 13
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月刊 養殖ビジネス（緑書房）



2．
農山漁村における再生可能
エネルギー利用状況について
学んだこと（VEMSでの成果)

（１/５）
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この成果は、国立研究開発法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の
委託業務（JPNP14004）の結果得られたものです。
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2．
農山漁村における再生可能
エネルギー利用状況について
学んだこと（VEMSでの成果)

（2/５）
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2．
農山漁村における再生可能
エネルギー利用状況について
学んだこと（VEMSでの成果)

（3/５）
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2．
農山漁村における再生可能
エネルギー利用状況について
学んだこと（VEMSでの成果)

（4/５）
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2．
農山漁村における再生可能
エネルギー利用状況について
学んだこと（VEMSでの成果)

（5/５）



3．地中熱を利用したコミュニティの拡張（1/5）

陸上養殖(水産)

海

海水混じり
井戸水

陸上養殖（畜産)

用水路等

熱源として、当面は人工排水等は除く
19

農業ハウス･
施設園芸

新たな巨大な地中熱導入ポテンシャル検討分野

農業ハウス･施設園芸、陸上養殖（水産・畜産）



3-1 農業ハウス･施設園芸実施例

1-1 亜熱帯植物（福島県広野町）移流型、地下水

1-2 洋ラン（北海道赤平町、埼玉県北本市）

1-3 イチゴ（宮城県山元町）海水井戸

1-4 キノコ（新潟県、秋田県）

1-5 トマト（宮城県栗原市、千葉県香取市）地下水

1-6 亜熱帯植物（岐阜県奥飛騨）温泉熱

1-7 花き（東京昭島）農業用水路

20

3．地中熱を利用したコミュニティの拡張（2／5）



3-2 陸上養殖実施例
２-１ サケ・ニジマス（岩手県大船渡市）

２-２ 鯖（鳥取県岩美町）海水井戸

２-３ ウナギ（埼玉県川越市）地下水

２-４ スッポン（岐阜県高山市）温泉熱

鯖養殖 鰻養殖
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3．地中熱を利用したコミュニティの拡張（3／5）
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熱源としては、クローズドループ、水平方式熱のみ
ならず、

地下水、農業用水、温泉水、海水井戸、湖水など地
域の特性を活かした低コスト熱源が活用

3．地中熱を利用したコミュニティの拡張（4／5）
新たな巨大な地中熱導入ポテンシャル検討分野

農業ハウス･施設園芸、陸上養殖（水産・畜産）

高橋渓(２０２２)国内における再エネ熱と未利用熱の
ポテンシャル、えねるみくす、101，91-97

地下海水井戸のイメージ
月刊 養殖ビジネス（緑書房）
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3．地中熱を利用したコミュニティの拡張（5/5）

総合システムの検討が必要
（ex.安価熱源によるコールドチェーンの開発)

（ex.熱源として利用後の水のカスケード利用)

ネポンその他の専門業者との連携が必須

設計・設備工事会社との連携も必要

新たな巨大な地中熱導入ポテンシャル検討分野

農業ハウス･施設園芸、陸上養殖（水産・畜産）

地下海水のイメージ
図

地下海水井戸のイメージ
月刊 養殖ビジネス（緑書房）

SDGs、電力不足、燃料問題の今こそ熱利用での貢献をアピール



ご清聴ありがとうございました

http://www.geohpaj.org

takasugi@geo-system.jp
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